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毎日の生活の中で「大切なこと」について、子供たち
と一緒に振り返ってみようと思い、アメリカの親子教育
の専門家であるドロシー・ロー・ノルトさんという方の
「いちばん大切なこと」という詩の中から次の言葉を紹
介しました。

この１６の「大切なこと」をヒントに自分の生活を見
直してほしいと思いました。ぜひご家庭でもお子さんの
生活を一緒に振り返ってみていただければと思います。
今の自分に足りないこと、もっと大切にしないといけな
いことが見つかったら、すぐに実行に移して、３学期の
残り少ない学校生活が、よりよいものになるようにして
ほしいと思います。

日本赤十字から講師をお
招きびして、避難所での注
意点や持参した方がよい品
物などの話を聞きました。
コロナの影響で避難所の生
活もずいぶん変化があった
ようです。避難者であり運
営者という言葉が非常に印

象的でした。実際の緊急地震速報の警報を聞いた後に、
運動場に避難しました。最後に、避難訓練は「自分の命
を自分で守れるようになる」ために行っていることを、
今回も再確認しました。

12月に４，５，６年生を対象とした佐賀県小・中学校
学習状況調査（４、５年生は国語算数、６年生は４教科）
が行われました。本校はすべての教科において県の平均
を上回っていました。調査結果の概要についてお知らせ
します。
＜特に良かった点＞
・与えられた情報から分かることを説明すること
・ことわざ、慣用句などの言葉の意味や使い方
・与えられた解き方を使って、別の問題を解くこと
・割合
＜十分ではなかった点＞

・分数の意味や表し方
・グラフから事象の傾向を読み取ること
・学校で学習したことを日常生活の中
の事象と関連づけて考察すること

・話し手の意図をとらえながら聞き、
話題に沿った質問をすること

これらの結果をもとに学校では、①相手が何を伝えた
がっているかを考えながら聞くこと、②図表などと関連
づけて説明させること等を意識させながら学習を進めて
いきたいと思います。
ご家庭でも、①新聞記事、ニュース、学校生活等につ

いて家族で話し、しゃべるトレーニングをする、②いつ
でも、どこでもゲームやスマホではなく、時間や触る場
所を決める等に取り組まれるのが効果的です。
成績が上がる子の共通点は、①姿勢がよい、②時間を

守る、③挨拶ができる、④ゲームやスマホをする時間や
場所を決めている等と言われます。このような習慣を身
に付けてほしいと思います。

田代中校区の各学校は、小中一貫教育の一貫でマナー
教室を行っています。今年は、コロナの影響で今回だけ
になってしまいましたが、1/25～29に全学年で実施し
ました。個人面接を通して教科「日本語」でも取り扱う
礼儀作法を正しく身に付けることもねらいとしています。
みな緊張した様子でし

たが、事前に準備や練習
をしていて、堂々と礼儀
正しく、入退室したり、
しっかりと質問に受け答
えしたりすることができ
ました。このような緊張
する場面は、とてもよい
経験となるでしょう。
低中学年は教頭、高学

年は校長が面接を行い、
一人一人に「夢」を語っ
てもらいました。夢に大
きい小さいはありませ
ん。持ち続けることが大
切です。誰もが夢や希望、そして目標をもって頑張って
欲しいと願っています。
マナー教室で、どんな夢を語ったか、ご家庭でも是非

聞いてみてください。そして、励ましていただければと
思います。


